


















明治20年頃、島原藩最後の藩主・松平忠和公へ
の献上品として誕生しました。小麦粉、卵、砂糖に
小浜の温泉水を練り込んだ、素朴ながらも奥深い
味わいです。最盛期には小浜・雲仙で合わせて16

店舗が湯せんぺいを焼いていましたが、現在は6店
舗、うち雲仙は2軒のみとなっています。レトロなパッ
ケージに描かれているのは、島原半島の鳥瞰図。
大正時代の旅行ブームの際、国内外の旅行パンフ
レットに鳥瞰図を取り入れ、「大正の広重」とまでよ
ばれた天才絵師・吉田初三郎によるデザインです。

湯せんぺい
今では唯一となった「純一枚手焼き製法」を守り続けていま
す。土日には手焼き体験も実施しており、職人の技を間近
に感じられるのが魅力。また、ゴーフレットやグラノーラといっ
た新しい楽しみ方を提案し、湯せんぺいを知らない若い世
代が手に取るきっかけになっています。

遠江屋本舗 ①

②③
伝統の湯せんぺいはもちろん、島原半島の上質な味噌を
使った「みそせんぺい」も有名です。コクのある味噌の旨み
と、食べ応えのある硬さがクセになる、瓦せんぺい。地元の
人たちからは、その独特な形から「曲がりせんぺい」の愛称
で親しまれています。
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